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施工事例: r緑化補強土壁工法『グリーンレクサー』の施工事例」

共生機構株式会社技術開発部 志藤日出夫

1 .はじめに

グリーンレクサー緑化補強土壁工法は、耳なれない工法と感じられる方が多い

かと思う。

グリーンレクサー工法は、山岳道路計画などでの今日的課題克服のために考案

された共生機構(株)独自の補強土壁工法である。自然環境の保全は、道路建設

といえども最重要課題となっており、かつての高度成長期のように、長大な切土

面や無味乾燥なコンクリート面をさらすことを受け入れない状況となっている。

このような背景に答えることは、壁面となる部分が自然にとけ込み違和感なく受

け入れられるものであること、有効な土地利用ができること、既存工法と同等の

安定性と耐久性を持っていることなどといえる。

2. 構造形態

グリーンレクサー工法の構造形態は、

補強エリアをジオグリッド“テンサー"

を用いたふとん寵を一体化して必要高さ

に積み上げた構造で成り立っている(図

- 1参照)。壁画部分は、ジオグリヅド

“テンサー"より剛性が大きく現場で簡

単に組み立てられるエキスパンドメタル

製の部材を用い、自由な植生を可能とす

るものである。このようなふとん寵で一

体化した形態は、重力式擁壁をイメージ

してもらえば理解が早いと思うが、重力

式擁壁との大きな違いは施工時の切取り

のり面を安定勾配で掘削し、それをその

ままの状態で背面として立ち上げるため、

ほとんどの場合実用上背面土圧を考慮す

る必要がない。このため内部安定の検討

の他は、壁体の自立安定を検討するだけ

でよいことになる。

壁体を形成するふとん龍の中詰め材で

である盛土材は、通常の盛土材として使
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図-1グリーンレクサー構造図

用できるものであれば砂質士、粘性土を問わず利用できることを特徴する。

施工は、現地発生の中詰め材を現地合わせの任意の形状に、既存の補強土工法

と同様な手順のくり返しで構築することができる。
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